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いじめ防止対策基本方針 南九州市立頴娃小学校

学校教育目標
自ら生き生きと学び，明るく豊かな心とたくましく生きる力を

身に付けた頴娃小学校の子どもを育成する。

家庭・地域との連携 【いじめ防止対策委員会】 関係機関との連携

・家庭訪問・教育相談 目的：実効性のあるいじめ防止対策を総合的 ・教育委員会
・家庭教育学級 かつ効果的に進め，全ての児童が安心 ・教育相談員
・学級ＰＴＡ して学校生活を送り，学校内外を問わ ・臨床心理士
・週報・学校だより ずいじめが行われなくなるようにする ・ＳＳＷ
・ＰＴＡ活動 ・幼稚園保育園
・自治座談会 構成：校長・教頭・生徒指導主任・養護教諭 ・中学校・高等学校
・校区各種行事等 関係担任等及び教育相談員（ＳＣ・ＳＳＷ）等 ・各種専門機関

◎教育活 【いじめの防止】 ◎生徒指導
動の重点 ・いじめ防止対策推進法制定の意義・定義・基本方針の共通理解 体制の強化
・人権教育 ・全ての児童を対象としたいじめの未然防止及び命の教育 ・ 全 員 で 全
特別支援教 ・いじめに向かわない態度・能力の育成及び自己肯定感の育成 児 童 を 。 抱
育二本柱の ・家庭・地域との連携による，いじめを生まない土壌づくり え込みゼロ
経営 ・「いじめ問題を考える週間」の具体的取組（授業・児童会活動・ＰＴＡとの連動） ・ 子 供 を 語
・児童会に る会の充実
よるいじめ ・ 教 育 相 談
を考える取 【いじめの早期発見】 体制の充実
組実施 ・「どの学校にもどの子にも起こりうる」という認識のもと，小さ ・ 関 係 機 関

なサインを見逃さない感性づくり・組織づくり との連携
◎家庭地 ・ＳＯＳポストの設置・実態把握 ◎職員研修
域との連 ・全ての大人の連携（学校内外全ての場面での様子観察及びネット の充実
携 いじめの現状把握と対応・学びの場の設定） ・学校ﾈｯﾄﾊﾟ
・いじめ問 ﾄ ﾛ ｰ ﾙ事業検
題の重要性 索 結 果 の 活
の認識強化 【いじめへの対応】 用
・心の通い ・安全確保！ ・ 啓 発 資 料
合う家族関 ・詳細な事実確認（双方確認）→組織的な対応による適切指導 の活用
係の構築と ・いじめが起きた集団等への具体指導と望ましい集団づくり ・ 講 師 招 聘
地域の声か ・ＰＴＡ・校区関係団体・学校評議員会等との協議・連携協働体制 研修
け見守り ・関係機関との連携（幼保，中高・教育委員会・警察・医療機関・ 児童相談所・法務局等） ◎校務の効

・卒業後の見守り・進学先教育機関との継続的な連携 率化

【年間計画】
月 計画・調査・評価 各教科・道徳・特別活動 児童会活動 情報モラル等の指導 教育相談 職員研修
４ ・職員間でいじめ防止対策推進法等の共通理解 ・いじめを考える週間の実施（関連 ・児童会年間計画 ・家庭訪問時，ネット関連実態 ・基本方針確認

・ＰＴＡ総会でいじめ防止対策推進法啓発 内容の道徳授業） ・1 年生を迎える会 把握 ・組織・評価項目
５ ・みんなで遊ぶ日 ・児童へネット関連指導 ・具体的対応のあり方
６ ・学校楽しいーとの実施 教育相談月間 ・家庭との連携のあり

（全児童） 方
７ ・取組評価・自治座談会でいじめ防止対策推進法啓発 ・みんなで遊ぶ日 ・家庭教育学級ネット関連学習 教育相談月間 ・教育相談・評価結果

・いじめに関する実態調査 ・児童へネット関連指導 （全保護者）
８ ・より具体的な年間指導計画の作成 ・年間指導計画作成
９ ・いじめを考える週間の実施（関連 ・みんなで遊ぶ日 ・具体的対応のあり方

内容の道徳授業）
10 ・みんなで遊ぶ日 ・先進校研究公開参加
11 ・いじめに関する実態調査 ・県民週間に道徳「生命尊重」を全 ・児童総会

学年授業・児童総会 ・いじめ標語募集等
12 ・取組評価 ・みんなで遊ぶ日 ・児童へネット関連指導 ・教育相談・評価結果
１ ・いじめを考える週間の実施（関連 ・具体的対応のあり方

内容の道徳授業）
２ ・いじめに関する実態調査 ・みんなで遊ぶ日 教育相談月間

（希望保護者）
３ ・取組評価，次年度に向けた計画 ・６年生を送る会 ・児童へネット関連指導 ・教育相談・評価結果


